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令和４年１２月美馬市議会定例会議事日程（第３号）

令和４年１２月２０日（火）午前１０時開議

日程第 １ 会議録署名議員の指名について

日程第 ２ 議案の撤回について

日程第 ３ 議案第６２号 美馬市防災交流センター条例の制定について

議案第６３号 美馬アグリワーケーション施設条例の制定について

議案第６４号 美馬市職員の高齢者部分休業に関する条例の制定について

議案第６５号 地方公務員法の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の

整備に関する条例の制定について

議案第６６号 美馬市職員の定年等に関する条例の一部改正について

議案第６７号 美馬市特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条

例及び美馬市議会議員の議員報酬、費用弁償及び期末手当に

関する条例の一部改正について

議案第６８号 美馬市職員の給与に関する条例の一部改正について

議案第６９号 美馬市手数料条例の一部改正について

議案第７０号 令和４年度美馬市一般会計補正予算（第９号）

議案第７１号 令和４年度美馬市国民健康保険特別会計補正予算（第２号）

議案第７２号 令和４年度美馬市介護保険特別会計補正予算（第２号）

議案第７３号 工事請負契約の締結について

議案第７４号 美馬市地域交流センターの指定管理者の指定について

議案第７５号 美馬市立図書館の指定管理者の指定について

議案第７６号 中尾山森林総合利用施設等の指定管理者の指定について

議案第７７号 美馬市木屋平交流施設の指定管理者の指定について

議案第７８号 木屋平特産物販売センターの指定管理者の指定について

日程第 ４ 議案第７９号 令和４年度美馬市一般会計補正予算（第１０号）

日程第 ５ 閉会中の継続調査について

日程第 ６ 議員派遣の件について
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令和４年１２月美馬市議会定例会会議録（第３号）

◎ 招集年月日 令和４年１２月２０日

◎ 招集場所 美馬市議会議場

◎ 開 会 午前１０時００分

◎ 出席議員

２番 敷島 敏宏 ３番 田中みさき ４番 立道 美孝

５番 藤野 克彦 ６番 都築 正文 ７番 田中 義美

９番 林 茂 １１番 郷司千亜紀 １２番 井川 英秋

１３番 西村 昌義 １４番 久保田哲生 １５番 片岡 栄一

１６番 川西 仁 １７番 谷 明美 １８番 前田 良平

◎ 欠席議員

１番 藤原 昌樹

◎ 地方自治法第１２１条の規定により説明のために出席した者の職氏名

市長 加美 一成

副市長 岡 建樹

企画総務部長 吉田 正孝

保険福祉部長 住友 礼子

市民環境部長 伊内 公一

経済部長 藤田 伸次

建設部長 河野 功

美来創生局長 篠原 孝志

水道部長 西野 佳久

消防長 根本 賢一

会計管理者 高尾 寿美

企画総務部秘書人事課長 渡邊 晴樹

企画総務部企画財政課長 佐藤 優行

代表監査委員 喜多 輝光

教育長 村岡 直美

副教育長 園木 一昌

◎ 本会議に職務のため出席した者の職氏名

議会事務局長 藤本 卓志



－７３－

議会事務局次長 大島 康作

議会事務局次長補佐 宮内 聡美

◎ 議事日程

議長は、議事日程を別紙のとおり報告した。

◎ 会議録署名議員の氏名

議長は会議録署名議員に次の３名を指名した。

４番 立道 美孝 議員

５番 藤野 克彦 議員

６番 都築 正文 議員
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開議 午前１０時００分

◎議長（郷司千亜紀議員）

おはようございます。

ただいまの出席議員数は１５名であります。定足数に達しておりますので、本日の会議

を開きます。

なお、藤原議員より欠席の届けが出されておりますので、報告をいたしておきます。

まず、諸般の報告を行います。

市長から議案の撤回申出書及び議案第７９号、令和４年度美馬市一般会計補正予算（第

１０号）が提出をされております。後程、提案理由等の説明をいただくこととしておりま

すので、ご報告をいたしておきます。

これより、本日の日程に入ります。

本日の議事日程は、ご配付の日程表のとおりであります。

日程第１、会議録署名議員の指名を行います。会議録署名議員は、会議規則第８８条の

規定により、４番 立道美孝君、５番 藤野克彦君、６番 都築正文君を指名いたします。

次に、日程第２、議案の撤回についてを議題といたします。

本件につきましては、１２月１３日付で市長から議案の撤回申出書が提出されたもので

あります。

撤回理由の説明を求めます。

◎市長（加美一成君）

はい、議長。

◎議長（郷司千亜紀議員）

はい、加美市長。

［市長 加美一成君 登壇］

◎市長（加美一成君）

議案第７３号、工事請負契約の締結についての議案の撤回についてご説明を申し上げま

す。

１１月２９日に提出をいたしました議案について、令和４年度美馬市旧脇町庁舎解体・

撤去工事（第２期工事）の仮契約の相手方となる有限会社ヤマト重機が法令違反の疑いに

より書類送検をされたため、１２月１３日、同社の建設工事入札参加資格を停止するとと

もに、仮契約の解除を通知いたしました。このため、美馬市議会会議規則第１９条第１項

の規定により、議案の撤回について議会の承認をお願いをするものでございます。どうか

よろしくお願いを申し上げます。

◎議長（郷司千亜紀議員）

以上で撤回理由の説明が終わりました。

これより質疑に入ります。

ただいまのところ、質疑の通告がありませんので、質疑なしと認めます。これをもって、

質疑を終結いたします。

これより討論に入ります。
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ただいまのところ、討論の通告がありませんので、討論なしと認めます。これをもって、

討論を終結いたします。

採決いたします。

お諮りいたします。議案第７３号、工事請負契約の締結についての撤回を承認すること

にご異議ございませんか。

（「異議なし」の声あり）

◎議長（郷司千亜紀議員）

はい、異議なしと認めます。よって、議案第７３号、工事請負契約の締結についての撤

回は承認されました。

ただいまの議決により、議案第７３号、工事請負契約の締結については撤回されました

ので、日程第３から削除をいたします。

次に、日程第３、議案第６２号、美馬市防災交流センター条例の制定についてから議案

第７２号、令和４年度美馬市介護保険特別会計補正予算（第２号）まで及び議案第７４号、

美馬市地域交流センターの指定管理者の指定についてから議案第７８号、木屋平特産物販

売センターの指定管理者の指定についてまでの１６件を一括し、議題といたします。

この件につきましては、所管の常任委員会に付託しておりましたので、各委員長の報告

を求めます。

開催順にお願いをいたします。

初めに、産業常任委員会委員長、藤野克彦君。

◎５番（藤野克彦議員）

議長、５番。

◎議長（郷司千亜紀議員）

はい、藤野克彦君。

［５番 藤野克彦議員 登壇］

◎５番（藤野克彦議員）

それでは、議長のご指名がございましたので、産業常任委員会の審査結果につきまして

ご報告申し上げます。

本委員会は、今期定例会において付託されました議案第７０号、令和４年度美馬市一般

会計補正予算（第９号）のうち所管分の予算案件１件、議案第７６号、中尾山森林総合利

用施設等の指定管理者の指定についてから議案第７８号、木屋平特産物販売センターの指

定管理者の指定についてまでのその他案件３件の合計４件について、審査のため、去る１

２月１２日に委員会を開催いたしました。

出席の委員は、私を含め５名であります。

付託されました議案の審査に当たり、詳細なる説明を求め、慎重に審査をいたしました

結果、原案のとおり可決すべきものと決定いたしました。

また、当委員会に送付されておりました陳情等１件につきましては、審査の結果、全議

員に写しを配付し、今後の議会活動の参考とすることといたしましたので、よろしくお願

いをいたします。
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それでは、質疑の内容について、その一部を報告いたします。

まず、議案第７０号、令和４年度美馬市一般会計補正予算（第９号）のうち所管分につ

いて、治山林道事業費では、委員から、「林道大谷山線全体計画作成業務委託料とあるが、

この事業は新規の事業か、あるいは継続の事業か。また対象となる場所はどこになるの

か」との質疑がありました。理事者からは、「この事業は継続事業であり、場所は穴吹町

古宮である」との答弁がありました。

更に、委員から、「何年ぐらいの継続事業で、これまでに費やした費用はどれくらいに

なるのか。また事業費の負担割合の内訳は」との質疑がありました。理事者からは、「こ

の事業は平成１１年より工事に着手しており、既に２,７９２メートルが完成している。

これから計画する総延長は３,３００メートルを予定しており、工事期間については約３

０年かかると考えている。現在までの工事費については５億２,３６１万５,０００円であ

り、負担割合については国が５０％、山林所有者に２％をご負担をいただき、残り４８％

が市の負担である」との答弁がありました。委員から、「これから３０年かけてやってい

くに当たり、中山間を開発し守っていくことは大事であるが、常に必要性を調査し、林道

をつけた場合の有効性をしっかりと見極めて事業を進めてほしい」との意見がありました。

次に、災害復旧費では、委員から、「重機の借上料の単価はどうなっているのか」との

質疑がありました。理事者からは、「基本は時間単価で設定している」との答弁がありま

した。

続いて、議案第７６号、中尾山森林総合利用施設等の指定管理者の指定についてから議

案第７８号、木屋平特産物販売センターの指定管理者の指定についてでは、委員から、

「指定管理者は前回と引き続き同じ業者か。また指定管理料の額に変更はないのか」との

質疑がありました。理事者からは、「３者とも前回と同じ業者であり、中尾山森林総合利

用施設等については、前回は４３２万８,７００円、今回が４８０万円で増加率は１.１

１％である。つるぎの湯大桜については、前回は９１６万６,０００円、今回が１,１１０

万円で増加率は１.２２％である。木屋平特産物販売センターについては、前回は３０５

万５,０００円、今回が３４０万円で増加率は１.１２％である」との答弁がありました。

また、当委員会は調査未了の事件について、閉会中の継続調査を決定し、議長まで申出

書を提出いたしました。

以上で、産業常任委員会委員長の報告を終わります。

◎議長（郷司千亜紀議員）

次に、福祉文教常任委員会委員長、立道美孝君。

◎４番（立道美孝議員）

議長、４番。

◎議長（郷司千亜紀議員）

はい、４番、立道美孝君。

［４番 立道美孝議員 登壇］

◎４番（立道美孝議員）

議長のご指名がございましたので、福祉文教常任委員会の審査結果を報告いたします。
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本委員会は、今期定例会において付託されました議案第７０号、令和４年度美馬市一般

会計補正予算（第９号）のうち所管分、議案第７１号、令和４年度美馬市国民健康保険特

別会計補正予算（第２号）及び議案第７２号、令和４年度美馬市介護保険特別会計補正予

算（第２号）の予算案件３件と議案第７５号、美馬市立図書館の指定管理者の指定につい

てのその他案件１件について、審査のため、去る１２月１３日に委員会を開催いたしまし

た。

出席の委員は、私を含め５名であります。

付託されました議案審査に当たり、詳細なる説明を求め、慎重なる審査の結果、原案の

とおり可決すべきものと決定いたしました。

それでは、質疑の内容につきまして、その一部をご報告いたします。

まず、議案第７０号、令和４年度美馬市一般会計補正予算（第９号）のうち所管分中、

債務負担行為補正では、市立図書館管理委託について、委員から、「美馬市立図書館をミ

ライズと分けて指定管理として委託する理由やそのメリットは」との質疑がありました。

理事者からは、「今年度でミライズの管理委託契約が満了することもあり、来年度から図

書館の運営を単独で管理委託契約することにより、これまでよりも高い専門性を持って住

民サービスの向上が図れると考えている」との答弁がありました。

次に、学校管理費では、委員から、「授業支援アプリケーションライセンスはいつ頃か

ら使用できるのか。また導入することによるメリットは」との質疑がありました。理事者

からは、「徳島県及び市町村の共同調達に参加することにより安価に仕入れられるように

しており、その入札が令和５年２月に実施される予定である。美馬市での使用開始時期に

ついては令和５年３月を予定している。導入によるメリットについては、教師側から生徒

のタブレット画面を確認することができ、コロナ禍での家庭学習の際にも生徒の学習状況

を把握し、一人ひとりのつまずきにも対応できる」との答弁がありました。

更に、委員から、「セキュリティ面での問題はないのか」との質疑がありました。理事

者からは、「インターネット上のクラウド環境の中に入ってアプリを使用するようになる

ので、セキュリティ面については問題ないと考えている」との答弁がありました。

また、当委員会は調査未了の事件について、閉会中の継続調査を決定し、議長まで申出

書を提出いたしました。

以上で、福祉文教常任委員会委員長の報告を終わります。

◎議長（郷司千亜紀議員）

次に、総務常任委員会委員長、田中みさき君。

◎３番（田中みさき議員）

議長、３番。

◎議長（郷司千亜紀議員）

はい、３番、田中みさき君。

［３番 田中みさき議員 登壇］

◎３番（田中みさき議員）

議長のご指名がございましたので、総務常任委員会の審査結果を報告いたします。
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本委員会は、今期定例会において付託されました議案第６２号、美馬市防災交流センタ

ー条例の制定についてから議案第６９号、美馬市手数料条例の一部改正についてまでの条

例案件８件、議案第７０号、令和４年度美馬市一般会計補正予算（第９号）のうち所管分

の予算案件１件、議案第７４号、美馬市地域交流センターの指定管理者の指定についての

その他案件１件についての審査のため、去る１２月１４日に委員会を開催いたしました。

出席の委員は、私を含め５名であります。

付託されました議案審査に当たり、詳細なる説明を求め、慎重に審査をいたしました結

果、原案のとおり可決すべきものと決定いたしました。

また、当委員会に送付されておりました陳情等１件につきましては、審査の結果、全議

員に写しを配付し、今後の議会活動の参考とすることといたしましたので、よろしくお願

いいたします。

それでは、質疑の内容について、その一部を報告いたします。

まず、議案第６２号、美馬市防災交流センター条例の制定についてでは、委員から、

「美馬市防災交流センターの平時の利用状況は」との質疑がありました。理事者からは、

「寺町防災交流センターでは、直近の５年間で約２５０回の施設利用があり、２６団体が

地域のコミュニティ活動に使用している。また穴吹防災交流センターは、穴吹小学校区の

３１自治会の集会所や消防団詰所としての利用を予定している」との答弁がありました。

更に、委員から、「使用制限の一つに『防災交流センターを損傷するおそれがあると認

められるとき』とうたわれているが、判断の基準は」との質疑がありました。理事者から

は、「申請者の使用方法等を確認する中で床を傷つける恐れがあるなど、あらかじめ使い

方に問題があると認められる場合には使用をお断りすることになる」との答弁がありまし

た。

次に、議案第６３号、美馬アグリワーケーション施設条例の制定についてでは、委員か

ら、「施設の設置の目的は」との質疑がありました。理事者からは、「ＩｏＴを活用した水

耕栽培機器を備えたスマート農業を導入することで、新しい働き方を体験できる施設であ

る。また施設内にワークスペースを併設することで、スマート農業に関心を持つ個人や企

業との交流や関係人口の創出につなげていきたい」との答弁がありました。

更に、委員から、「施設の使用料金設定の根拠は」との質疑がありました。理事者から

は、「施設は栽培エリアとワークスペースで構成されている。使用料金を設定するのはテ

レワーク等に使用できるワークスペースである。ミライズのテレワーク促進施設であるア

ンドワークの使用料金を参考にして設定した」との答弁がありました。

次に、議案第６４号、美馬市職員の高齢者部分休業に関する条例の制定についてでは、

委員から、「制度の内容は」との質疑がありました。理事者からは、「多様な働き方のニー

ズに応えるため、５５歳以上の高齢期職員が希望する場合に公務に支障がない範囲で任命

権者が認めれば、１週間の勤務時間の２分の１を超えない範囲内で休業を認める制度であ

る。高齢化社会の中で働き続けられる職場を目指して、制度を導入することにした」との

答弁がありました。

次に、議案第６９号、美馬市手数料条例の一部改正についてでは、委員から、「手数料
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を引き下げた理由は」との質疑がありました。理事者からは、「マイナンバーカードの普

及やコンビニエンスストアでの証明書等の交付による市民の利便性の向上のために手数料

を引き下げた」との答弁がありました。

次に、議案第７０号、令和４年度美馬市一般会計補正予算（第９号）のうち所管分中、

債務負担行為補正では、地域交流センター管理委託及び木屋平地区ごみ収集運搬等委託に

ついて、委員から、「これまでの契約とこれからの契約の金額の違いは」との質疑があり

ました。理事者からは、「地域交流センター管理委託では、図書館の管理委託も含めて約

７３０万円の増額になる。また木屋平地区ごみ収集運搬等委託では約３６０万円の増額に

なる」との答弁がありました。

更に、委員から、「増額になった要因は」との質疑がありました。理事者からは、「地域

交流センター管理委託では、過去５年間に消費税率の引上げがあったことや新たに導入し

た設備の保守点検費用が必要になったこと等が要因である。また木屋平地区ごみ収集運搬

等委託では、労務費や燃料費等が高騰していることが要因である」との答弁がありました。

また、当委員会は調査未了の事件について、閉会中の継続調査を決定し、議長まで申出

書を提出いたしました。

以上で、総務常任委員会委員長の報告を終わります。

◎議長（郷司千亜紀議員）

以上で、各常任委員会委員長の報告は終わりました。

これより、ただいまの各委員長報告に対する質疑に入ります。

ただいまのところ、質疑の通告がありませんので、質疑なしと認めます。これをもって、

委員長報告に対する質疑を終結いたします。

これより、討論に入ります。

ただいまのところ、討論の通告がありませんので、討論なしと認めます。これをもって、

討論を終結いたします。

採決いたします。

まず、議案第６２号、美馬市防災交流センター条例の制定についてから議案第６９号、

美馬市手数料条例の一部改正についてまでの８件を一括し、採決いたします。

議案第６２号から議案第６９号までの８件については、各委員長報告はいずれも原案可

決であります。

お諮りいたします。議案第６２号から議案第６９号までの８件については、各委員長報

告のとおり決することにご異議ございませんか。

（「異議なし」の声あり）

◎議長（郷司千亜紀議員）

はい、異議なしと認めます。よって、議案第６２号から議案第６９号までの８件につい

ては、原案のとおり可決されました。

次に、議案第７０号、令和４年度美馬市一般会計補正予算（第９号）から議案第７２号、

令和４年度美馬市介護保険特別会計補正予算（第２号）までの３件を一括し、採決いたし

ます。
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議案第７０号から議案第７２号までの３件については、各委員長報告はいずれも原案可

決であります。

お諮りいたします。議案第７０号から議案第７２号までの３件については、各委員長報

告のとおり決することにご異議ございませんか。

（「異議なし」の声あり）

◎議長（郷司千亜紀議員）

はい、異議なしと認めます。よって、議案第７０号から議案第７２号までの３件につい

ては、原案のとおり可決されました。

次に、議案第７４号、美馬市地域交流センターの指定管理者の指定についてから議案第

７８号、木屋平特産物販売センターの指定管理者の指定についてまでの５件を一括し、採

決いたします。

議案第７４号から議案第７８号までの５件については、各委員長報告はいずれも原案可

決であります。

お諮りいたします。議案第７４号から議案第７８号までの５件について、各委員長報告

のとおり決することにご異議ございませんか。

（「異議なし」の声あり）

◎議長（郷司千亜紀議員）

はい、異議なしと認めます。よって、議案第７４号から議案第７８号までの５件につい

ては、原案のとおり可決されました。

次に、日程第４、議案第７９号、令和４年度美馬市一般会計補正予算（第１０号）を議

題といたします。

本件につきましては、本日、市長から提出されたものであります。議案の朗読を省略し、

提案理由の説明を求めます。

◎市長（加美一成君）

はい、議長。

◎議長（郷司千亜紀議員）

加美市長。

［市長 加美一成君 登壇］

◎市長（加美一成君）

ただいま上程をいただきました議案第７９号、令和４年度美馬市一般会計補正予算（第

１０号）について、ご説明をさせていただきます。

議案書２２３ページをお開き願います。２２３ページでございます。

令和４年度美馬市一般会計補正予算（第１０号）は、第１条、歳入歳出予算の補正のと

おり、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ２,５５０万円を追加し、歳入歳出予算の

総額を歳入歳出それぞれ２１２億４,７５０万円とするものであります。

この案件につきましては、国の第２次補正予算に計上された出産・子育て応援交付金の

活用など、必要な予算を計上するものでございます。

補正予算の内容については、妊娠期から出産・子育てまで一貫した伴走型相談支援と経
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済的支援を一体的に実施をする出産・子育て応援事業として、アンケート調査等の実施経

費及び妊娠届出時と出生届出後のそれぞれの面談後に５万円相当の出産・子育て応援ポイ

ントをＭＩＭＡＣＡを活用して付与するための関連経費として１,６２０万円を計上をい

たしております。

また、マイナンバーカードの申請者数が大幅に増加をしておりますことから、来年の１

月と２月のマイナンバーカードの交付体制を強化するための関連経費として９３０万円を

計上をいたしております。

以上が、令和４年度美馬市一般会計補正予算（第１０号）の概要でございます。

原案のとおりご可決を賜りますようお願いを申し上げまして、提案理由の説明とさせて

いただきます。どうぞよろしくお願いを申し上げます。

◎議長（郷司千亜紀議員）

以上で、提案理由の説明が終わりました。

これより質疑に入ります。

ただいまのところ、質疑の通告がありませんので、質疑なしと認めます。

これをもって、質疑を終結いたします。

お諮りいたします。ただいま議題となっております議案第７９号については、会議規則

第３７条第３項の規定により、委員会付託を省略いたしたいと思います。

これにご異議ございませんか。

（「異議なし」の声あり）

◎議長（郷司千亜紀議員）

異議なしと認めます。よって、議案第７９号については、委員会付託を省略することに

決しました。

これより討論に入ります。

ただいまのところ、討論の通告がありませんので、討論なしと認めます。

これをもって、討論を終結いたします。

これより採決いたします。

議案第７９号については、原案のとおり決することにご異議ございませんか。

（「異議なし」の声あり）

◎議長（郷司千亜紀議員）

異議なしと認めます。よって、議案第７９号については、原案のとおり可決されました。

次に、日程第５、閉会中の継続調査についてを議題といたします。

ご配付いたしておりますとおり、閉会中の継続調査について、申出書が提出されており

ます。

お諮りいたします。継続調査については、各委員長の申出書のとおり、それぞれ閉会中

の継続調査に付することにご異議ございませんか。

（「異議なし」の声あり）

◎議長（郷司千亜紀議員）

異議なしと認めます。よって、継続調査については各委員長の申出書のとおり、それぞ
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れ閉会中の継続調査に付することに決定をいたしました。

次に、日程第６、議員派遣の件についてを議題といたします。

お諮りいたします。地方自治法第１００条第１３項及び美馬市議会会議規則第１６７条

の規定により、ご配付のとおり議員派遣をすることにご異議ございませんか。

（「異議なし」の声あり）

◎議長（郷司千亜紀議員）

はい、異議なしと認めます。よって、ご配付のとおり議員派遣をすることに決定をいた

しました。ただし、今後の新型コロナウイルス感染症等の状況により、判断することとい

たします。

以上をもちまして、本定例会に付議されました事件は全て議了いたしました。

閉会に当たり、市長よりご挨拶をいただきます。

◎市長（加美一成君）

はい、議長。

◎議長（郷司千亜紀議員）

加美市長。

［市長 加美一成君 登壇］

◎市長（加美一成君）

令和４年１２月美馬市議会定例会の閉会に当たりまして、ご挨拶を申し述べさせていた

だきます。

議員各位におかれましては、大変お忙しい中、市政各般にわたり、終始熱心にご審議を

賜り、提案をいたしました議案につきまして、全て原案のとおりご可決をいただき、厚く

お礼を申し上げます。

ご審議を通じまして、議員各位から賜りました数々の貴重なご意見、ご提言につきまし

ては十分に検討いたしまして、今後の市政運営に反映をさせてまいります。

初めに、徳島自動車道の４車線化についてでございます。

１２月３日、現在、２車線で供用いたしております脇町インターチェンジから美馬イン

ターチェンジまでの１１.５キロメートルのうち、脇町インターチェンジ側約４.８キロメ

ートルを４車線化するための着工式が執り行われました。この４車線化事業は、災害対応

力の強化を目的に実施をされるもので、工期は令和８年５月までとされており、本市とい

たしましては防災・減災、また観光面、市民の利便性向上につながるものと期待をするも

のでございます。

次に、例年、好評をいただいております華道家、假屋崎省吾さんによる「うだつをいけ

る」につきましては、来年１月８日から２月２６日まで開催をいたします。吉田家住宅や

あんみつ館などを会場に、１５回目となる今回は「うだつをいける 飛翔繚乱」と題し、

假屋崎さんが表現をする美しく華やかな作品を展示をいたします。是非ご来場いただけれ

ばと存じます。

次に、来年１月４日から２日間、新春の阿波路を駆ける「第６９回 徳島駅伝」が開催

をされます。第６８回であった前回は総合３位の好成績を収めました。今回も上位を目指
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し、選手、監督を始め、選手団が一丸となって練習に励んでおりますので、市民の皆様の

熱いご声援をよろしくお願いをいたします。

結びとなりますが、今年も残すところ、あと僅かとなってまいりました。来たるべき新

しい年が、議員各位並びに市民の皆様にとりまして、健やかで希望に満ちた輝かしい年で

ありますことを心から祈念を申し上げまして、閉会のご挨拶とさせていただきます。大変

ありがとうございました。

◎議長（郷司千亜紀議員）

ありがとうございました。

令和４年１２月美馬市議会定例会の閉会に当たりまして、一言ご挨拶を申し上げます。

議員各位におかれましては、去る１１月２９日の開会以来、本日までの２２日間にわた

り、終始ご熱心にご審議を賜り、全ての案件を議了いただきましたこと、厚く御礼を申し

上げます。

また、市長を始め、理事者各位におかれましては、審査過程において議員各位から表明

されました意見や要望を今後の市政運営に十分反映されますよう、お願いをいたすもので

あります。

今年は、ウクライナ情勢や円安等の影響により物価高騰に見舞われた１年でもありまし

た。また、新型コロナにつきましてもまだまだ収束の兆しが見えない状況となっておりま

す。閉会中の各委員会の継続調査におきましても、特に物価高騰対策や新型コロナ対策に

しっかりと取り組んでいただきたいと願うものであります。本年もあと残り僅かとなりま

したが、どうか皆様方におかれましてはご健勝にて新年を迎えられますよう、心からご祈

念をいたしまして、閉会のご挨拶といたします。

これをもちまして、令和４年１２月美馬市議会定例会を閉会といたします。

閉会 午前１０時３３分
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